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2013年 11月 26日付で外務省の日韓会談関係文書の墨塗り、 

もしくは完全非開示が開示された部分一覧表 

                        作成責任 李洋秀 
 
 
 
           目 次 
1,「新しく開示された」というものの、殆ど墨塗りなので「まったく開示された」とは
いえないもの 

2, 請求権関係(在日韓人の請求権や法的地位に係るものも含む) 
3, 対北鮮・中共関係 
4, 文化財問題 
5, 竹島問題   
6, 在日の法的地位 
7, 外交官や将軍、副大統領の名や国名、CIA等 
 
 ※文中、太字ゴシックは原文で墨塗りされていた所が開示された部分、 
  明朝体細字は編者の説明。 
  文書番号に続くファイルの題名と作成年月日は省略した。 
  題名等は会のホームページにある日本側文書の目録、リストを参照願います。 
  またこの表は基本的に墨塗りが開いた所だけを抜粋したので、前後関係を知るには 
 元の文書をご覧下さい。 
 
文書番号 1572,p21に「日銀券焼却の際、日銀吏員山本弘氏立会」の記述 
文書番号 687, P17,18、文書番号 1594, p15、16、等 あちこちで隠しまくっている 1953
年 5月の韓国側作成の資料「備忘録」の会社名が 1597,p6でそのまま露出!!  
 
 
 
 
 
 
 



1,「新しく開示された」というものの、殆ど墨塗りなので 
「まったく開示された」とはいえないもの 

1) 文書番号 1236不開示が 1枚だけ開いたが全頁すら不明 

    
 

2 
 
 

 



2) 文書番号 1571, 完全不開示が開示されたというが、墨塗りの 1頁だけ 
  全部で 18頁あると判明したことだけが成果? 
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3) 文書番号 1595「完全不開示」が開示とは言うものの・・中身は殆んど墨塗り 
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4)文書番号 1742, 完全不開示が開示されたというが、墨塗りの 1頁だけ。 
  全部で 11頁あると判明したことだけが成果? 
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5)文書番号 1876,p4「開示」されても下のように殆んど墨塗りでは 
「開示」とは呼べない。 
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同じ文書 1876,P4の「次頁不開示」が開示された部分、しかし大部分墨塗りのまま 
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